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第 157 回東邦医学会例会プログラム 
 

日 時：  令和 3年 2月 17 日(水) 17 時～19時 22 分 

令和 3年 2月 18 日(木) 17 時～19時 11 分 

令和 3年 2月 19 日(金) 17 時～19時 12 分 

会 場：  東邦大学医学部 大森臨床講堂(5 号館 B1階) 

※CPC のみ 第一講義室（医学部 2号館 M3階） 

当番教室：  17 日 免疫学講座 近藤 元就 教授 

 18 日 内科学講座膠原病学分野（大森） 南木 敏宏 教授 

 19 日 耳鼻咽喉科学講座（大森） 和田 弘太 教授 

ご来場の際には、必ずマスク着用のうえ，ご入室ください。 

2 月 17 日(水) 

 当番教室： 免疫学講座 

【臨床講堂】 

開会の辞 ____________________________________________________ 運営委員長 島田 英昭 教授 

A. 大学院生研究発表 (17：00-17：40) (発表：各 8分，討論：各 2分) 

座長：杉山 篤 教授（薬理） 

1. ハロセン麻酔犬を用いた aciclovir の電気薬理学的特徴づけ：抗ウイルス薬の心血管安全性薬

理学的評価法の提案 

〇近藤 嘉紀（薬理学），指導教授：杉山 篤（薬理） 

指定討論者：池田 隆徳 教授，赤羽 悟美 教授，内藤 篤彦 教授 

 

2. 非結核性抗酸菌症の臨床的基準を満たす患者における下気道細菌叢の検討 

〇岩崎 広太郎（糖尿病・代謝・内分泌学），指導教授：龍野 一郎（佐倉糖内） 

指定討論者：舘田 一博 教授，岸 一馬 教授，松瀬 厚人 教授 

 

3. Experimental safety evaluation of inflated assisting balloons for endovascular 

surgery 

〇竹内 昌孝（脳神経外科学），指導教授：岩渕 聡（大橋脳外） 

指定討論者：五味 達哉 教授，周郷 延雄 教授，堀 正明 教授 

 

4. 朝食欠食習慣のある児童の栄養素・食品摂取の特徴と関連する生活習慣・環境の検討 

〇東 壽一郎（衛生学），指導教授：西脇 祐司（衛生） 

指定討論者：村上 義孝 教授，長谷川 友紀 教授，弘世 貴久 教授 

 

B. 研修医発表 (17：40-18：07) (発表：各 7分，討論：各 2分) 

座長：石河 晃 教授（大森皮膚) 

5. 発熱、皮疹で受診しクローン病の診断に至った一例 

〇出口 育海，指導：山田 篤（大森総診） 
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6. DLST とプリックテストが陽性を示したクロルフェネシンカルバミン酸エステルによるアナフィ

ラキシーの 1例 

〇鈴木 理夏，指導：福田 英嗣（大橋皮膚） 

 

7. Intra-Aortic Balloon Occlusion Catheter：IABO/Resuscitative Endvascular Balloon 

Occlusion of the Aorta：REBOA により動脈内血栓症を合併した 1例 

○小池 伶奈，指導：一林 亮（救命救急センター） 

 

C. 当番教室企画 (18：07-18：52)  

座長：近藤 元就 教授（免疫） 

8. アレルギーと自己免疫疾患の基礎と臨床 

耳鼻科：長舩 大士，膠原病科：川添 麻衣，免疫：近藤 元就 

 

D. プロジェクト研究報告 (18：52-19：12) (発表：各 8分，討論：各 2分) 

座長：内藤 拓 准教授（免疫） 

9. 気腫合併肺線維症合併肺癌における分子生物学，免疫学的解析 

〇坂井 貴志（外科学講座呼吸器外科学分野），大塚 創（外科学講座呼吸器外科学分野） 

 

10. 抗菌薬評価に向けた 2-コンパートメントモデル対応 Hollow-Fiber Infection Model の構築 

○濱田 将風（微生），有吉 司（微生） 

 

E. プロジェクト研究報告 （19：12-19：22） （発表：8分，討論：2分） 

座長：近藤 元就 教授（免疫） 

11. シェーグレン症候群における自己抗体産生機構の解明 

○井上 彰子（耳鼻咽喉科学講座（大森），大平 真也（耳鼻咽喉科学講座（大森）） 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

【医学部第 1 講義室（医学部 2 号館 M3 階）】 

F. 大森病院 CPC （ 18：00-19：00 ） 

司会：名取 一彦 准教授（血液腫瘍科） 

12. 繰り返す多発神経炎の経過中、血球貪食像を伴う汎血球減少をきたした症例 

（臨床）長瀬 大輔，（病理）金田 幸枝 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 
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2 月 18 日(木) 

 当番教室： 内科学講座膠原病学分野（大森） 

【臨床講堂】 

G. 大学院生研究発表 (17：00-17：30) (発表：各 8分，討論：各 2分) 

座長：堀 裕一 教授（大森眼科） 

13. 脊髄病変患者における術前神経放射線所見と術中球海綿体反射の振幅との関係 

〇杉山 邦男（脳神経外科学），指導教授：周郷 延雄（大森脳外） 

指定討論者：狩野 修 教授，中島 耕一 教授，堀 正明 教授 

 

14. 新しい循環評価の指標としての眼血流測定 

～白色家兎を用いた出血性ショックモデルでの検討～ 

〇渡辺 研人（眼科学)，指導教授：堀 裕一（大森眼科） 

指定討論者：前野 貴俊 教授，石田 政弘 教授，杉山 篤 教授 

 

15. 抗 VEGF 受容体阻害薬により作製された未熟児網膜症(ROP)様眼底の血流測定 

〇富田 匡彦（眼科学），指導教授：堀 裕一（大森眼科） 

指定討論者：石田 政弘 教授，前野 貴俊 教授，與田 仁志 教授 

 

H. プロジェクト研究報告 （17：30-18：00） （発表：各 8分，討論：各 2分） 

座長：南木 敏宏 教授（大森膠原） 

16. 前立腺癌バイオマーカーとしての呼気中アルデヒド類の有用性の検討 

○佐々木 陽典（総合診療・救急医学講座(大森)） 

青木 洋（泌尿器科学講座（大森）），竹内 泰三（総合診療・救急医学講座(大森)） 

 

17. 共焦点顕微鏡で新たに発見したキンギョ網膜双極細胞の軸索末端構造 

〇星 秀夫（解剖・生体構造），清水 一彦（解剖・生体構造） 

 

18. ステロイド性骨粗鬆症に対するロモソズマブの有効性の検討 

○山田 壯一（内科学講座膠原病学分野（大森）） 

金地 美和（内科学講座膠原病学分野（大森）） 

 

I. 教授特別講演（18：00-18：20） 

座長：南木 敏宏 教授（大森膠原） 

19.  

医療安全管理部 渡邊 正志 教授 

「東邦大学を去るにあたって」 

 

J. 分科会報告（18：20-18：35） （発表 10 分，討論：5分） 

座長：狩野 修 教授（大森神内） 

20. 「東邦大学小児医療研究会」重症心身障害者の成人科移行の問題点 

○伊藤 駿（小児科） 
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K. 一般演題（18：35-18：53） （発表：各７分，討論：各 2分） 

座長：狩野 修 教授（大森神内） 

21. 副腎皮質機能低下症を合併した先天性腎性尿崩症の一例 

〇阿部 一輝，渡邊 康弘，恩田 洋紀，山岡 周平，中村 祥子，山口 崇，大平 征宏 

清水 直美，斎木厚人，龍野 一郎（佐倉病院糖尿病代謝内分泌センター） 

 

22. INa,L/IKr阻害薬 ranolazine の抗心房細動作用および心臓安全性に関する評価 

〇布井 啓雄 1,2),神林 隆一 1),後藤 愛 1),中瀬古（泉）寛子 1)，渡邉 善則 2)，杉山 篤 1) 

1) 薬理学講座，2) 外科学講座心臓血管外科学分野 

 

L. 研修医発表（18：53-19：11） （発表：各 7分，討論：各 2分） 

座長：狩野 修 教授（大森神内） 

23. 尿路感染症で入院しその後亜急性意識障害をきたした一例 

〇森 つばさ（大森病院初期研修医），指導：柏木 克仁，前田 正（大森総診） 

 

24. 虚血性腸炎を契機に診断に至ったアスピリン喘息の一例 

○松本 愛子（大森初期研修医），指導：佐々木 陽典（大森総診） 
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2 月 19 日(金) 

 当番教室： 耳鼻咽喉科学講座（大森） 

【臨床講堂】 

M. 研修医発表 (17：00-17：27) (発表：各 7分，討論：各 2分) 

座長：松島 康二 准教授（大森耳鼻） 

25. 急性胆管炎を繰り返す先天性胆道閉鎖症術後の一例 

〇桑原 友紀(大森初期研修医)，大久保 雄介（済生会横浜市東部病院消化器内科） 

 

26. 当院で経験したパラガングリオーマの一例 

〇石躍 ひとみ(大森初期研修医)，鴫山 文華，熊代 尚記，弘世 貴久（大森糖内） 

指導：鴫山 文華（大森病院 糖尿病・代謝・内分泌センター） 

 

27. インフルエンザ罹患後に発症したトキシックショック症候群の一例 

〇堤 雄介（研修医），指導：貴島 祥（総合診療） 

 

N. プロジェクト研究報告（17：27-17：37） （発表：8分，討論：2分） 

座長：松島 康二 准教授（大森耳鼻） 

28. 睡眠障害によるインスリン抵抗性発症機序の解明 

〇渕上 彩子（内科学講座糖尿病代謝内分泌学分野） 

吉川 芙久美（内科学講座糖尿病代謝内分泌学分野） 

 

O. プロジェクト研究報告（17：37-17：47） （発表：8分，討論：2分） 

座長：近藤 元就 教授（免疫） 

29. 脂質-Ca2+シグナル連関機構を介した膵臓β細胞のインスリン分泌制御 

○大島 大輔（生理学講座統合生理分野），伊藤 雅方（生理学講座統合生理学分野） 

 

P. 医学研究科推進研究報告（17：47-18：02） （発表：10 分，討論：5分） 

座長：近藤 元就 教授（免疫） 

30. 好酸球性副鼻腔炎における難治化因子の解明により下気道疾患の病因を探る 

○和田 弘太（耳鼻咽喉科学教室（大森）） 

井上 彰子（耳鼻咽喉科学教室（大森）），田中 ゆり子（免疫学講座） 

 

Q. 分科会報告（18：02-18：32） （発表：各 10 分，討論：各 5分） 

座長：中島 耕一 教授（大森泌尿） 

31. 「東邦 Neuro IVR 研究会」 

脳梗塞とくも膜下出血で発症し A3-A3 bypass 術を施行した前大脳動脈解離の 1例 

○寺園 明，近藤 康介，渡邉 陽，三海 正隆，中田 知恵，渕之上 裕 

内野 圭，原田 雅史，原田 直幸，周郷 延雄（大森脳外） 

 

32. 「第１３回佐倉病院学術集会」ロボット支援手術の概説と当院の初期成績 

〇宋本 尚俊（佐倉病院泌尿器科） 
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R. 教授特別講演（18：32-18：52） 

座長：中島 耕一 教授（大森泌尿） 

33.  

腎臓学講座（大橋） 常喜 信彦 教授 

「腎性貧鉄」 

 

S. 大学院生研究発表 (18：52-19：12) (発表：各 8分，討論：各 2分) 

座長：船戸 弘正 教授（微細） 

34. bFGF による骨髄間葉系前駆細胞(Fibrocyte)の血管新生能の解析 

〇岡根谷 哲哉（病理学），指導教授：赤坂 喜清（病理，先端医科学研究センター） 

指定討論者：船戸 弘正 教授，杉山 篤 教授，林 明照 教授 

 

35. ソーシャル・キャピタルとウェルビーイングの関連－中山間地域における縦断解析－ 

〇能城 一矢（衛生学），指導教授：西脇 祐司（衛生） 

指定討論者：村上 義孝 教授，長谷川 友紀 教授，水野 雅文 教授 

 

閉会の辞 _________________________________________ 耳鼻咽喉科学講座（大森） 和田 弘太 教授 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

【WEB発表】 

T. プロジェクト研究報告 

36. リン酸化酵素 SIK3 が睡眠を制御する脳領域および神経細胞種の同定 

○古部 瑛莉子（解剖学講座微細形態学分野），石原 義久（解剖学講座生体構造学分野） 

 

 

 

■ 発表抄録に関するお願い 

1)一般演題，大学院学生研究発表，プロジェクト研究報告，研修医発表，分科会報告，医学研究科推進研

究報告の演者は，開催当日までに必ず「雑誌掲載用講演抄録」(演題，演者名，本文 400 字程度)を e-

maill にてデータ添付でお送りください。(E-mail ：igakukai@med.toho-u.ac.jp)。 

2)教授特別講演の先生は，編集事務局より別途執筆依頼を差し上げますので，例会・総会当日より 4週間

後を目安に本文 2，000words 前後にご講演内容をまとめてご提出ください(詳細執筆要項は編集事務局

よりお伝えします)。 

3)CPC の先生は編集事務局より別途執筆依頼を差し上げますので，例会・総会当日より 4 週間後を目安に

抄録をご提出ください(詳細執筆要項は編集事務局よりお伝えします)。 

4)当番教室企画講演の先生は，編集事務局より別途執筆依頼を差し上げますので，例会・総会当日より 4

週間後を目安に 3，200 字程度の総説形式講演要旨をご提出ください(詳細執筆要項は編集事務局よりお

伝えします)。 

※1)，3)，4)は東邦医学会雑誌，2)は Toho Journal of Medicine 近刊号に掲載の予定です。 

※詳細は東邦医学会雑誌編集事務局までお問い合わせください(電話 03-3910-4311)。 

 

 5 号館地下臨床講堂 内線：3862  /  PHS：74101(開催日のみ)  


